
FIVE RINGS 2024 開催報告書
株式会社エルボーズ
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「FIVE RINGS（ファイブリングス）」は、
熊本で晩年を過ごした剣豪・宮本武蔵の「五輪書（ごりんのしょ）」から着想し名付けました。

天下無双と言われた武蔵は、
情報収集家であり分析家であったと言われており、

兵法の極意を地・水・火・風・空の五巻に分けて説いた「五輪書」は現代でも通じるものがあります。

この企画が目指すものは、
各界のトップランナーによるディスカッションやプレゼンテーションを通じて

熊本の若者や起業家、ビジネスパーソンのさらなる飛躍を後押しすることです。

また、晩年の武蔵は書画や茶にも熟達しており、すぐれた文人でもありました。

ファイブリングスも武蔵にならって、
ビジネス分野とクリエイティブ分野やソーシャル分野の混ざり合いを促し、シナジーを生み出していきます。

FIVE RINGSの由来
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ファイブリ
ングスコン
セプト

閉塞感が強まる日本経済。県内・国内だけを見ていても先がありません。
これからの熊本は、外国企業の進出や空港の国際化など、より世界と繋がり、より世界が近くなっていきます。

そんな状況で熊本の企業に求められるものは大きく2つ。

変化の波に乗り、視野は広く、視座は高く、世界と勝負すること。

環境の変化に対応できる柔軟性を持ち、挑戦し続けること。

これらを実行するためには、従来の事業や組織のあり方では難しいかもしれません。
古い価値観や慣習から脱却し、世代や内外の壁を溶かすこと、活かされていないヒト・コト・モノを活かすことが必要です。
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実践者の経験や思考がシェアされる場をつくる。

ビジネスにおける一般論や理想論は、ネット上にも溢れています。その上でシェアすべきは、挑戦する実践者達の「理想は◯◯だけど、
この状況で、私はこう考えた」という、個別具体的な話です。実践者の生の声で、誰かの背中を押し支えることを目指します。

新たなアクションが生まれるきっかけとなる場をつくる。

話を聞いて「面白かった」「刺激を受けた」では何も変わりません。今回での出会いなどをきっかけとして、参加者の未来に対して新
たなプロジェクトがコラボレーション生まれることを目指し、参加者同士の接点づくりやアフターフォローの形も模索していきます。

熊本へ来てみる・帰ってみるきっかけとなる場をつくる。

オンライン化で進んだことによって場所に縛られずできることが増え、地方へ行くこと・地方へ帰ることのハードルも下がりました。
「FIVE RINGSがあるし、熊本へ行ってみようかな」「ついでに帰省しようかな」と思ってもらうきっかけになることを目指します。

世代や性別、コミュニティを超えた場をつくる。

多様性は、変化を起こすために重要な要素です。今回の登壇者はコミュニティの垣根を越え、20〜40代、女性比率20%以上。上の世代
の方にも参加してもらえるようプロモーションを行い、学生スタッフも募ることで、幅広い世代やコミュニティから集う場を目指しま
す。今後は、ジェンダーバランスの改善、外国人の方の参加など、ステップを踏みながら場としての多様性を実現していく考えです。

FIVE RINGSが目指すもの
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日時：2024年3月5日(火) 10:00〜18:00
カンファレンス本編｜10:00〜17:00（途中1.5時間程度のお昼休憩あり）
交流会｜17:00〜18:00
会場：熊本城ホール シビックホール（熊本県熊本市中央区桜町3-40）
コンテンツ：基調講演/トークセッション/プロジェクトピッチ/交流会
主催：エルボーズ
参加費：一般 8,000円（税込）

早割 6,000円（税込）※1/31までの申込みに限り

09:00 開場・受付開始

10:00 オープニング

10:15 基調講演

10:40 トークセッション1

11:30 トークセッション2

12:20 お昼休憩

14:00 トークセッション3

14:50 トークセッション4

15:40 ビジネスピッチ

17:00 交流会開始

18:00 カンファレンス終了

開催概要
タイムライン
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参加者情報

参加者数

250人

男女比

7.3 : 2.7
42%

34%

14%

属性
ああ経営者
会社員

フリーランス
公務員

その他

99



事後アンケートコメント

貴重なお話が聞けて、様々方向から自分の取り組みを受
け止めることができました。

熊本で関わりたいプレイヤーが登壇者としても参加者と
しても集まっていたところがよかった。参加した意義が
高い時間になった。

登壇者の年齢の幅が広いのが良かったです。全体の流れ
も進むにつれ具体的な内容になって自分ごとになってい
く感覚がありました。

それぞれ違うジャンルのトークが聞けたので、長時間で
もあっという間に感じた。モデレーターの方の進行もス
ムーズで話題に入り込みやすかった。

成功の体験談ではなくて、現在進行形で活動されている
方々の生の声が聞けて良かった。

熊本や地方に住まうひとには色んな角度で刺さるような
コンテンツの角度だと感じました、周りのあのひとここ
に聞かせたい！などおもいました。

熊本の地でこういったイベントは機運醸成にもなるので
とても良い。県外の参加者が多数いたことで、熊本との
連結やイノベーションの可能性を感じるひと時となりま
した。

普段会わない方と再会して話すことのできる、オフライ
ンならではの良さがありました。
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スポンサー
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2. 制作物
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クリエイティブディレクション
佐藤かつあき（株式会社かつあき / 熊本）
ローカルから世界へ。ソーシャルデザイン
やアップサイクルプロダクトに取り組む。
／BRIDGE KUMAMOTO代表／ACC入賞／
グッドデザイン賞／伊A' Design Award／
Topaward／英PENTAWARD／環境省グッド
ライフアワード／ニューヨークADC賞

グラフィックデザイン
Heeseok Han（SHIFTLABO / 韓国）
芸術大学での兼任教授でありながらデザイ
ナーとして日本と韓国で活動中。ソウル市
立美術館、韓国観光庁センター、ソーシャ
ルイノベーションウィーク渋谷、ZOFFなど
ブランディングデザイン。

プロジェクトマネジメント
矢野仁穂（フリーランス / 熊本）
2023年6月に熊本に移住。不動産会社で
の施設企画、食分野のクリエイティブチ
ームでのPMを経て、独立。
小杉湯（東京/高円寺）でのコラボ企画
PMやHanako.webでの連載も担当。

Webデザイン
ここち（株式会社オンフ / 長野）
「デザインで生活はもっと面白くなる」
をモットーに活動する会社のデザインチ
ーム。「愛着づくり」を掲げ、ビジネス
や創作活動が少しでも長く続く世の中を
目指しています。

クリエイティブチーム
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ステージ装飾

ステージ装飾

案内パネル参加者パス
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3. 登壇者
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登壇者：基調講演「NewsPicks社長を辞め、地方に賭ける理由。」

坂本大典
株式会社チイキズカン代表取締役

大学在学中に、インターンとして創業直後の株式会社ユーザベ

ースに参画。「SPEEDA」「NewsPicks」の事業立ち上げに従

事し、2019年株式会社ニューズピックスの代表取締役社長に就

任。2022年1月株式会社ユーザベースのグループ執行役員に就任。

2023年より新たに株式会社チイキズカンを創業。
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登壇者：セッション「世界とつながる熊本。地域経済に与える変化と可能性。」

澤村友里
一般社団法人熊本イノベー
ションベース代表理事

ベトナムトレーディング株
式会社代表取締役

辻井翔太
熊本県商工労働部
産業支援課長

斉藤浩史
日本貿易振興機構（ジェト
ロ）
熊本貿易情報センター所長

相澤仁
熊本国際空港営業本部
課長補佐

清水直哉

株式会社TABIPPO 代表取締役
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登壇者：セッション2「創業60年前後・3代目。歴史ある企業3社の変革と、その裏側。」

穴井里奈
株式会社Foreque
ブランドマネージャー

倉岡和徳
株式会社倉岡紙工
代表取締役社長CEO

山崎彰悟

株式会社ヤマチク専務取締役

森健志郎
株式会社Schoo
代表取締役社長CEO
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ALLY
NEON GREEN Inc. 
代表取締役

かつを
株式会社clip 代表取締役

矢野仁穂
フリーランス
プロジェクトマネージャー

椿原ばっきー
モデレーター
株式会社エルボーズ執行役員

登壇者：セッション3「地方×UIターン。新たな価値を生み出す、クリエイターとの共創術。」
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登壇者：セッション4「躍進する地元企業に学ぶ。非連続な成長を生む、外部経営人材の活用法。」

西脇浩利

株式会社サイバーレコード執行役員CFO
針北陽平

株式会社サイバーレコード執行役員COO

小谷草志
株式会社エルボーズ代表取締役
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登壇者：プロジェクトピッチ

・平田竜一（YOKAMUKI）

・小川佳祐（株式会社BREAK）

・和泉秀（株式会社urban direction）

・田中みどり（パーソルイノベーション株式会社）

・池田世知（QUINK,Inc）

・中川裕史（Tobase Lab）
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4. 当日の様子
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会場の様子
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会場の様子
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会場の様子
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会場の様子
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5. 主催・運営
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株式会社エルボーズ執行役員

椿原 ばっきー

1989年福岡出身熊本在住。

2013-2014年、絢香・Superfly・平井堅・ケミストリーなどを手がけ
た音楽プロデューサー四角大輔氏のクリエイティブチームへアシスタ
ントプロデューサーとして参画。

2015-2017年、熊本のテレビ局にてインターネットの関連企画のディ
レクション。副業で、国内最大手クラウドファンディングCAMPFIRE
へ参加し、地方展開や災害復興支援を担当。

2018年、PRディレクターとして独立し、複数のスタートアップを支
援した後、株式会社エルボーズへ参画し現職。

個人プロジェクトとしては、2012年から現在まで、スタートアップや
ローカルビジネスに関するトークイベントの主催、クリエイターとコ
ラボした場づくりやものづくりを手掛ける。

プロデューサープロフィール
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様々な要素が揃ったことで、昨年12月から急遽準備が始まった今回のカンファレンス。

3月5日に、熊本城ホールで無事開催することができました。

参加者、出演者、スポンサー、学生ボランティア、熊本城ホール、主催チームなど、当日どんなものが出てくるのか、事前
にお見せできるものが少ないなか、この企画に乗ってくれた皆様、本当にありがとうございます。

地方で、平日に、朝から夕までの丸一日、8,000円の有料で、準備期間3ヶ月で、初開催で、250名以上の方にご参加いただ
くことができたことで、次回以降の開催に向けて手応えを感じることができました。

しかし、改善すべき点も多くあると感じています。
特に、メインステージ以外のコンテンツの拡充、参加者同士の交流を促進するための仕掛けづくりに関する部分は、主催チ
ームの中でも、参加者アンケートの中でも多く話題に上がっていました。

2025年1〜2月頃の開催を予定しているFIVE RINGS 2025では、その点を改善し、より良い場づくりを目指していきます。

改めまして、今回関わってくださった皆さん、ありがとうございました。
次回もぜひご一緒させていただけたら幸いです。

FIVE RINGS プロデューサー椿原ばっきー

プロデューサーよりコメント

3737



スタッフ一覧

プロデュース
椿原真（株式会社エルボーズ / 熊本）

プロジェクトマネジメント
矢野仁穂（熊本）・元山皐月（熊本）

クリエイティブディレクション
佐藤かつあき（株式会社かつあき / 熊本）

グラフィックデザイン
Heeseok Han（SHIFTLABO / 韓国）

Webデザイン
神岡真拓（オンフ / 長野）・武藤亜里紗（オンフ / 長野）

マーケティング
上村朋矢（熊本）・岡田紗和（株式会社エルボーズ / 熊本）・坂田優璃愛（株式会社エルボーズ / 熊本）

撮影
橋本大（熊本）・田中慎太朗（熊本）

司会
御手洗桜（熊本）

音響・照明
ナカスタツヤ（熊本）

学生ボランティアスタッフ ※順不同
松山拓実・竹下愛華・宮本莉那・谷口芳正・宮崎陽加・町田凌一奥田葵羽・山田鈴音・田中健太
水倉麻帆・寺川正太郎・植村翠月・永野絢菜・川上大輝・山口翔太郎・溝田紗瑛・塚本直也 3838



会社名｜株式会社Lbose
代表｜代表取締役小谷草志

設立｜2017年10月5日
所在地｜〒860-0801 熊本県熊本市中央区安政町4-14
E-Mail｜info@lbose.co.jp
Webサイト｜https://www.lbose.co.jp

沿革

2017年10月 東京都中野区で設立

2018年10月 ANRI 他から資金調達を実施。
2020年2月 熊本県熊本市へ本社移転。

2020年3月 ウィルグループ、ANRI 他から資金調達を実施。
2022年7月 ユナイテッド、肥銀キャピタル、オールアバウト

他から資金調達を実施。

運営会社概要・お問い合わせ先
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https://www.lbose.co.jp

